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東北域内の観光マーケティングデータを一元管理するプラットフォーム

 東観推・各県市・DMOは分析から得られた情報を基に戦略立案・プロモーション・受入環境整備等に活用

◎各種広告 ・ イベント

◎旅行博 ・ 商談会 ・ ｾｰﾙｽｺｰﾙ

◎HP ・ SNS ・ ｲﾝﾌﾙｴﾝｻｰ

◎タリフ ・ パンフレット etc.

②プロモーション

自治体
Web・SNS

アクセスデータ

東観推
Web・SNS

アクセスデータ

調査データ
(アンケート等)

広告
データ

消費購買
データ

動態
データ

公的統計
データ

東北観光DMP

０パーティデータ

CRMデータ
「TOHOKU
Fan Club」

東北観光DMP（データマネジメントプラットフォーム）とは

◎ターゲット市場・層の選定

◎商品造成 ・ コンテンツ磨き上げ

◎広域的な連携の検討

◎ストーリー・コンセプトの設計 etc.

①戦略立案・打ち手の検討

◎多言語対応 ・ Wi-Fi

◎二次交通 ・ AIチャットボット

◎キャッシュレス化 ・ ワーケーション

◎ユニバーサル対応 etc.

③受け入れ環境整備

1stパーティデータ 2ndパーティデータ 3rdパーティデータ

東北観光DMP
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有償データ



東北観光DMPダッシュボードのラインナップ（トップページ）

【Web分析】

                             

【Facebook分析】

                             

【Instagram分析】

                             

【公的統計分析】

                             

【動態分析（海外）】

                             

【消費購買】

                             

【動態分析（国内）】

                             

【アンケート分析】

                             

Web分析からCRM分析まで12種類をカテゴリ化 ダッシュボードの数は約70パターン

【クロス分析】

                             

※有償データ
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【概 要】 ① 国内動態データについて

実訪問数の考え方

(例)実訪問数＝40人

（Bさん10人+Cさん30人）

20分以上の滞在者

【昼人数】
(9～18時台人数) ÷ ([9～18時台人数]＋[2～5時台人数]) × 終日人数

【夜人数】
  (2～5時台人数) ÷ ([9～18時台人数]＋[2～5時台人数]) × 終日人数
【終日人数】 対象スポットに滞在していた 0～24時の人数

【住民区分】市区町村レベルでの分析に使用 (ｽﾎﾟｯﾄが所在する市区町村に居住しているか否か)

【自県区分】県レベルでの分析に使用(ｽﾎﾟｯﾄが所在する県に居住しているか否か)

「昼人数・夜人数の考え方」 ・ 「住民 ・自県の考え方」
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動態種類 国内動態

概　要 国内観光客の動態情報について可視化するもの

データ購入元 ㈱Agoop

ビッグデータ種類 GPSデータ

購入データ Agoop流動人口データ

購入データの概要

　提携する複数の位置情報アプリのユーザーGPS位置情報について、通信キャリ

アの限定なく本人同意のもとで取得し、秘匿化・統計加工した位置情報ビッグ

データ。

　エリア毎の時間経過による来訪・滞在人口推移や、From-Toなどの人々の流

れ、位置情報に紐づいた性別・年代等の属性情報別を365日把握できる。

　なお、夜間の位置情報から推定した居住地をもとに、エリアごとのアプリ普及率

を加味した重み付けをすることで来訪者数を推計している。

※㈱Agoopはｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ系列であるが、アプリユーザーからGPS位置情報を取得でき

るので通信キャリアに依存しない。

購入データの
サンプルサイズ・

信頼性

　国内向けアプリ利用者数:最大約2,000万ユーザー

※月により変動あり

　内閣府のV-RESAS事業の元データとして採用実績あり

　総務省統計局にて東京都国勢調査との相関関係を確認済み

東北観光DMPでの
実訪問数の考え方

　滞在時間が20分以上の場合に「訪問」と判断し、訪問数に「拡大推計係

数」を乗じた人数を実訪問数とする。

(例) 〇〇神社にAさん（拡大推計係数40）が20分滞在した。

　　　→　Aさんは「滞在」判定となり、実訪問数は40人とカウント

スポットエリア数 約3,300スポット (2026年2月時点)

外部公開のルール

　実数値の公開　「可」　　　東観推への事前連絡　「不要」

　出典の記載方法（↓外部への資料掲載時に付記すること）

　「出典：東北観光DMP（データ提供元：株式会社Agoop）」

㈱Agoop公式ﾎ   ﾟ  ﾞより

Agoop流動人口データ

㈱Agoop公式ホームページより引用



【主要ダッシュボード】 ① 国内動態データについて

34

DMPデータ名
スポット動態データ

【単点】
スポット動態データ

【スポット間移動（スポットtoスポット）】
1kmメッシュ動態データ

概　要 スポットへの訪問数・属性データの把握 スポット間の前後移動訪問数の把握  1kmメッシュによる訪問数・属性データの把握

ダッシュボード GPS-21 GPS-22 GPS-25

訪問者の
属 性

【スポット別】
① 居住地別（都道府県別）

② 昼夜別（日中訪問・宿泊の判別）

③ 性別・年代別

※「平日・休日」・「県外」居住者・「市区町村外」居住者の

フィルタリング機能も搭載

【スポット別】
① 居住地別（都道府県別）

② 性別・年代別

※「県外」居住者・「市区町村外」居住者のフィルタリング機能も搭載

【1kmメッシュ別】
① 居住地別（都道府県別）

② 性別・年代別
※「平日・休日」・「時間帯」・「県外」居住者・「市区町村外」居住者の

フィルタリング機能も搭載

フィルタリング
期間の粒度

日別（Day） 月別（Month） 日別（Day）

フィルタリング
エリアの粒度

市区町村別 市区町村別 市区町村別

格納データ
期間

① 2025.1~12　　② 2024.1～12

③ 2023.1～12　④ 2022.1～12

① 2025.1~12　　② 2024.1～12

③ 2023.1～12　④ 2022.1～12

① 2025.1~12　　② 2024.1～12

③ 2023.1～12　④ 2022.1～12

特　徴

指定スポットへの「属性別の訪問数」を把握することが可能。

※スポット箇所の選定及びエリア粒度については東観推と

　 各県市（仙台市）で調整し指定したもの

スポットtoスポットの「前後移動訪問数」について前後で区別し、

把握することが可能。

東北・新潟全域を1km四方にメッシュ化し、ヒートマップ形式で

直感的に訪問数の多寡について判別することが可能。

エリア粒度 1kmメッシュ

訪問判定基準 20分

エリア指定
イメージ

その他
補足事項

指定スポットの中心緯度経度から半径100m又は500mを50mメッシュ単位でエリア形成し集計

画面中央のマップ下「スポット名」を選択クリックすると、
選択したスポットの前後訪問の情報を確認できる。

左右のマップ・スポット一覧の数値が更新される。
左：前訪問 ・ 右：後訪問

ヒートマップにカーソルを移動すると、指定した期間の
当該1kmエリアの実訪問数などが表示される。

DMP画面例

【参考】DMP画面

半径
100mの
エリア
スポット
※50m

メッシュ

単位

例
BA 前訪問

スポット

B 基点
スポット

C 後訪問
スポット

DMP画面例【居住地別】

画面左の「スポット名」を選択クリックすると、
画面中央の「マップ」には該当のエリアが、

画面右の「居住地別訪問数」には該当する数値が
更新され表示される。

1辺が
50mの
正方形
メッシュ A

1km×1km
メッシュ

20分以上
の訪問C



【自由分析ダッシュボード】 ① 国内動態データについて

スポット動態データ自由分析（GPS-23） GPS-21の自由分析を行う機能

スポット前後訪問自由分析（GPS-24） GPS-22の自由分析を行う機能

表を右クリックすると
サブメニューが表示される
⇨ 例えば、表のデータに
ついて「Excelファイル」で
ダウンロードし、自由に
編集することが可能

※全機能共通

データの要素について
自由に列項目や
行項目を組替えることで、
様々な断面での情報を
容易に可視化すること
が可能

「東北観光DMP」では、
マーケティングデータを
分析するための「自由分
析機能」を実装している。
これは、任意の「列項

目」・「行項目」・「集計項
目」を自由に組み合わせ、
ダッシュボード上で表計算
を行う機能である。
計算結果については、

Excelファイル又は画像
データとして出力可能で
あり、DMPで分析した定
量データを各種資料に落
とし込むことが可能である。

「自由分析」とは？

国内動態だけでなく、
  Web・SNS・公的統計・
海外動態・消費購買

（海外・国内）・ｱﾝｹ ﾄ
分析でも実装済み
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【概 要】 ② 海外動態データについて

実訪問数の考え方
(ｽﾎﾟｯﾄの場合)

(例)実訪問数＝40人

（Bさん10人+Cさん30人）

1時間以上の滞在者 ７

１回の訪日旅行滞在期間中は、同一エリアにおいて「1人1回」のカウントとしている
・観光客数（日帰り） ・・ 10:00~17:59の間に1(2)時間以上滞在した人数
・宿泊客数（宿泊） ・・ (深夜)2:00~4:59の間に1(2)時間以上滞在した人数
・旅行客数（実訪問）・・ 時間区分なく1(2)時間以上滞在した人数
※宿泊時間と観光時間の両方に滞在となった場合は両方にカウントする。
※スポットtoスポット分析では、両地点とも1時間以上滞在となった場合にカウントする。
※モバイル空間統計では、 秘匿処理として集計結果から小人数エリアを除く処理を行っている。

実訪問数のカウント方法
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動態種類 海外動態

概　要 インバウンド観光客の動態情報について可視化するもの

データ購入元 　　　　　　　　　　　　㈱インテージ

ビッグデータ種類 携帯電話基地局データ

購入データ 　　　　　　モバイル空間統計(㈱NTTドコモ社)

購入データの概要

　NTTドコモ社の携帯電話ネットワークの仕組みを活用した訪日外国人(インバウンド)

の動態統計情報。時間単位の滞在数について365日把握可能。携帯電話ネット

ワークは、各基地局のエリアごとに所在する携帯電話を時間単位で周期的に把握して

いる。この仕組みを利用し、携帯電話の台数を集計、エリアごとにドコモの普及率を加

味することで滞在数を推計している(他キャリアの基地局情報は把握できないため)。

【訪日外国人】※ローミングデータから「どこの国から来た人か」を判別

  24時間以上国内滞在しており、以下の条件を満たす場合に捕捉

　①空港近辺で入国場所が特定できる

　②一定継続して電源が投入されている

　③空港近辺で出国場所が特定できる
（日本滞在が数時間で滞在先が限定されるクルーズ船入国者（船舶観光上陸許可）は推計対象外）

購入データの
サンプルサイズ・

信頼性

訪日外国人約1,200万人台（2019年の年間実績)

訪日外国人の集計処理では、法務省の出入国管理統計をもとにした拡大推計処理

を実施している。

東北観光DMPでの
実訪問数の考え方

【スポット (1kmメッシュ)の場合】

　滞在時間が1時間以上の場合に「訪問」と判断し、訪問数に「拡大推計係数」を

乗じた人数を実訪問数とする。

【都道府県・市町村単位の集計の場合】

　滞在時間が2時間以上の場合に「訪問」と判断し、訪問数に「拡大推計係数」を

乗じた人数を実訪問数とする。

スポットエリア数 約300スポット (2026年2月時点)

外部公開のルール

　実数値の公開　「可」　　　東観推への事前連絡　「不要」

　出典の記載方法（↓外部への資料掲載時に付記すること）

　「出典：東北観光DMP（データ提供元：株式会社インテージ）」

㈱Agoop公式ﾎ   ﾟ  ﾞより

モバイル空間統計®

㈱NTTdocomo・㈱インテージ公式ホームページより引用



【主要ダッシュボード】 ② 海外動態データについて
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DMPデータ名
スポット動態データ

【単点】
スポット動態データ

【スポット間移動（スポットtoスポット）】
市区町村別 観光客数・宿泊客数分析

概　要 スポットへの訪問数・属性データの把握 スポット間の移動訪問数の把握 観光客数・宿泊客数の市区町村別の把握

ダッシュボード GPS-30 GPS-31 GPS-10

訪問者の
属 性

【スポット別】

① 国別（地域・州別も可能）

② 昼夜別（日中訪問・宿泊の判別）

【スポット別】

① 国別（地域・州別も可能）

【市区町村別】

① 国別（地域・州別も可能）

フィルタリング
期間の粒度

月別（Month） 月別（Month） 月別（Month）

フィルタリング
エリアの粒度

市区町村別
※「スポット名」でのフィルタリング機能も搭載

市区町村別
※「スポット名」でのフィルタリング機能も搭載

市区町村別

格納データ
期間

　　① 2025.1～12   ② 2023～2024（暦年）

　　③ 2020.1～3　 ④ 2019～2016 (暦年)

　　　　① 2025.1～10   ② 2023～2024（暦年）

　　　　③ 2020.1～3　 ④ 2019～2016 (暦年)

　　① 2025.1～12   ② 2023～2024（暦年）

　　③ 2020.1～3　 ④ 2019～2016 (暦年)

特　徴

指定スポット(1kmメッシュ)への「属性別の訪問数」を

把握することが可能。
※スポット箇所の選定については東観推と各県市

　（仙台市）で調整し指定したもの

指定スポット(1kmメッシュ)から他スポット(1kmメッシュ)への

「属性別の訪問数」を把握することが可能（前後の区別なし）。

国別の「観光客数」・「宿泊客数」について、「円グラフ」・

「一覧表」・「折れ線グラフ」のそれぞれの形式で把握するこ

とが可能。

エリア粒度 市区町村別

訪問判定基準 2時間

エリア指定
イメージ

1時間

その他
補足事項

「1kmメッシュ」単位でスポットを指定し集計(メッシュ規格は国標準) ➡ 都市部の場合意図しないポイントも捕捉している場合があるため要注意

1km×1km

メッシュで

集客スポットを

エリア指定

して集計

DMP画面例【昼夜別】

画面左の「スポット名」を選択クリックすると、
「マップ」に該当エリアの昼夜別割合がカラーで

表示される（赤：昼(観光客) 青：夜(宿泊客)） 
画面右には国別の割合が表示される。

A 基点
スポット

B 他訪問
スポット

※
エリア指定
の概念は
左と同じ

A B

周遊の

軌跡に

ついて

曲線で

表現

画面左の「スポット名」を選択クリックすると、選択したスポットの
「fromスポット」及び「toスポット」が曲線で結ばれる。
また、画面右には選択したスポットに対する他訪問

スポット(fromとtoの合計)の実訪問数が表示される。

クリック

すると

曲線が

表示

観光客数(昼)

国・地域別 DMP画面例【円グラフ】DMP画面例【国別】

DMP画面例

DMP画面例

「円グラフ」の「国名」をクリックすると、選択した国の
「観光客数」・「宿泊客数」が「一覧表」・「折れ線グラフ」

に反映され表示される。

DMP画面例【全体】

宿泊客数(夜)



【概 要】 ③ 消費購買データについて

実数値のマスキング例
利用人数・利用件数・利用金額・

利用単価は要マスキング

① 「消費購買データ」は「実数値の外部公開」（HPでの公開、部外者を含む会議での
資料として使用等）について不可としている。

② 資料を公開する場合は数字の他、グラフ等の単位を含めて必ずマスキングを行うこと。
   なお、順位や割合（円ｸﾞﾗﾌ）など、実数値を特定できない表現であれば公開可能。
③ 消費購買データを使用した資料を外部公開する場合は、事前にマスキング済みの
資料のデータ共有と併せて、東北観光推進機構へ連絡し承諾を得ること。 8

【重要】 実数値の外部公開について

種　類 消費購買 【国内 ・ 海外】

概　要 国内及び海外観光客の消費購買情報について可視化するもの

データ購入元 　　　　　　　　　　三井住友カード㈱　

購入データ 三井住友カード㈱が保有するキャッシュレスデータ　(拡大推計なし)

購入データの概要

東北観光DMPでの
消費購買データの

考え方

① 「観光目的の消費」の特定を図るため、以下のケースを除外

 【除外ケース】

・ 観光目的外の加盟店　→　家賃・公共料金支払・税金などの加盟店は除外

・ 本社登録加盟店

　→　全国チェーンの全店舗の売上が、本社住所（東京など）の売上に一括計上

　　　 される加盟店は除外

② 海外データについて、「訪日外国人」の特定を図るため、以下のケースを除外

 【除外ケース】

・ 日本国内でカード決済した月が、過去12ヶ月間に6ヶ月以上ある者は除外

・ 在日外国人でなければ発生しづらい決済履歴がある者は除外

　→　光熱水費や税金納付など

格納データ期間
【国内】2025.1～12、2024～2022・2019

【海外】2025.1～12、2024・2023・2019　　　(2026年2月時点)

外部公開のルール

　実数値の公開　「不可」　　　東観推への事前連絡　「要」

　→　具体的なルールについては、スライド下部を参照

　出典の記載方法(外部への資料掲載時に付記すること)「出典：東北観光DMP」

三井住友カード キャッシュレスデータ

三井住友カード㈱提供資料より引用

国 内

VJAグループについて

VJA各社
発行カード

他社
発行カード

対象

対象

国 内

海 外

海 外

国 内

海 外

対象外

対象

VJA各社加盟店の場合

国 内

対象

VJA各社非加盟店の場合

海 外

対象外

海 外

対象外

対象外

国 内

対象データイメージ

決済
決済

VJA各社
発行カード

他社
発行カード

業種分類（全33業種）※例



【主要ダッシュボード】 ③ 消費購買データについて

海 外
PAY-11

国 内
PAY-13

画面左の
「メニュー」を
選択すると
その断面での
分析情報が
表示される
※「INFO」
から各メニュー
の説明が
みれる

画面右上の「INFO」を
選択すると

そのダッシュボードの
見方やポイントに
ついて示した
説明スライドが
展開される

※全機能共通※実際の
画面では
表示される

※実際の
画面では
表示される

例 「訪日」

上の「海外」と
同様、

画面左の
「メニュー」を
選択すると
その断面での
分析情報が
表示される
※「INFO」
に各メニュー
の説明あり

例 「国内」

9



【主要ダッシュボード】 ④クロス分析 【海外 動態 × 消費購買】について

クロス【海外 動態×消費】
MXD-10

「4象限」で次の指標について結果を表示
① 決済金額 上位 ・ 観光客数 下位
② 決済金額 上位 ・ 観光客数 上位
③ 決済金額 下位 ・ 観光客数 下位
④ 決済金額 下位 ・ 観光客数 上位

選択した県の範囲で相対的な立ち位置を把
握することが可能。市区郡単位で分析（町村
は郡でひとまとめ)。
※上位・下位の判別は中央値を基準に区分け

① ②

③ ④

期間別・都道府県別（市区郡単位で結果表示）・国籍別・
業種別（消費購買）で分析することが可能

「消費」 × 「観光客数(昼)」 or 「宿泊客数(夜)」 or
「昼夜合算」 から選択し分析表示することができる

「分布図」の市区郡名をクリックするとクリックした
市区郡の情報が下段の各種グラフに反映される。

【例】
1. 期間内(月別)の「観光客数」・「宿泊客数」・

「決済金額」が折れ線グラフで表示（左）
2.  期間内（月別）の国籍別決済金額が積み

上げ面グラフで表示（右）

画面下段のグラフについてはボックスリストより
次の断面で選択し分析可能

1. 「消費」 × 「動態」（観光・宿泊）
2. 消費金額（業種別）
3. 消費金額（国籍別）
4. 観光客数（国籍別）
5. 宿泊客数（国籍別）

10


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

